
令和４年（２０２２年）１月３０日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ８

この市議会だよりは、環境に配慮して古紙配合の再生紙と植物油由来のインキを使用しています。

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情

　
　

月
定
例
会
で
は
、
請
願
２
件
を
新
た
に
受
理
し
、
１
件
を
不
採
択
、
１
件

１２
を
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
２
件
の
請
願
の

う
ち
、
１
件
の
取
下
げ
を
承
認
、
１
件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。
陳
情
は　

件
１６

を
受
理
し
、
全
議
員
及
び
執
行
機
関
に
陳
情
文
書
表
を
配
付
し
ま
し
た
。

　

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ
た
請
願
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　

意
見
書
と
は
、
地
方
公
共
団
体
の

公
共
の
利
益
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
会
と
し
て
の
意
思
を
意
見
と
し

て
ま
と
め
、
国
会
ま
た
は
関
係
行
政

庁
に
文
書
で
提
出
す
る
も
の
で
す
。

（
地
方
自
治
法
第　

条
）

９９

　

令
和
３
年
４
月
か
ら
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
報
酬
改
定
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
背
景
に
は
利
用
者
か
ら
の
放

課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
中
で
も
医
療
的

ケ
ア
児
の
支
援
強
化
の
た
め
、
看
護

師
の
配
置
な
ど
を
促
す
内
容
と
な
っ

た
点
は
評
価
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
報
酬
体

系
を
実
施
し
続
け
る
な
ら
ば
、
利
潤

の
追
及
と
は
無
縁
で
子
ど
も
の
成
長・

意見書意見書意見書
　12月定例会では４
件の意見書を可決し、
関係機関へ送付しまし
た。 （要旨）

発
達
の
た
め
に
懸
命
に
活
動
し
て
い

る
事
業
所
が
運
営
困
難
に
陥
る
ケ
ー

ス
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
国
会
及
び

関
係
行
政
庁
に
対
し
、
次
の
事
項
を

求
め
ま
す
。

１　

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
が
質
を
保
ち
な
が
ら
運
営
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
専
門
的
支
援
加
算
は
、

児
童
発
達
支
援
事
業
と
同
様
に
、
５

年
以
上
経
験
の
あ
る
保
育
士
・
児
童

指
導
員
を
対
象
に
含
め
る
な
ど
、
当

事
者
の
意
見
を
積
極
的
に
伺
い
見
直

し
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
宛
て

 　

中
華
人
民
共
和
国
（
以
下
「
中
国
」

と
い
う
。）政
府
に
よ
る
、ウ
イ
グ
ル
、

チ
ベ
ッ
ト
、
内
モ
ン
ゴ
ル
と
い
っ
た

少
数
民
族
に
対
す
る
人
権
侵
害
行
為

は
、　

か
国
が
批
准
す
る
集
団
殺
害

１５２

罪
の
防
止
及
び
処
罰
に
関
す
る
条
約

（
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
）
に
も
違
反

す
る
行
為
で
あ
り
、
国
際
社
会
か
ら

非
難
の
声
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

中
華
人
民
共
和
国
政
府
に

対
し
て
人
間
と
し
て
の
尊
厳

を
守
る
よ
う
働
き
か
け
る

こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　

特
に
、 
新  
疆 
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
で

し
ん 
き
ょ
う

は
、
こ
れ
ま
で
３
百
万
人
も
の
人
々

が
強
制
収
容
施
設
に
連
行
さ
れ
、
強

制
的
思
想
教
育
や
強
制
労
働
、
女
性

へ
の
性
暴
力
・
不
妊
手
術
な
ど
、
非

人
道
的
弾
圧
が
続
け
ら
れ
て
い
る
と

さ
れ
、
米
バ
イ
デ
ン
政
権
は
、
調
査

の
結
果
を
受
け
、
こ
れ
を
、
ジ
ェ
ノ

サ
イ
ド
（
民
族
大
量
虐
殺
）
が
行
わ

れ
て
い
る
と
認
定
し
て
い
ま
す
。
国

際
社
会
で
は
、米
国
に
続
き
、英
国
、

Ｅ
Ｕ
諸
国
、
カ
ナ
ダ
や
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
等
が
、
中
国
に
よ
る 
新  
疆 
ウ

し
ん 
き
ょ
う

イ
グ
ル
自
治
区
の
人
権
侵
害
を
ジ
ェ

ノ
サ
イ
ド
と
認
定
し
、
制
裁
に
踏
み

切
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
日
本
政
府
は
、
令
和

２
年　

月
に
王
毅
外
相
が
来
日
し
た

１１

際
、
中
国
政
府
が
透
明
性
の
あ
る
説

明
を
す
る
よ
う
求
め
、
ま
た
、
本
年

２
月
に
は
、
茂
木
外
務
大
臣
が
国
連

人
権
理
事
会
に
お
い
て
、
深
刻
な
懸

念
を
表
明
し
、
中
国
に
対
し
て
具
体

的
な
行
動
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
現
在
、
Ｇ
７
の
各
国

が
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
認
定
を
し
、
制
裁

に
踏
み
切
る
中
、
日
本
だ
け
は
ま
だ

そ
の
態
度
を
明
確
に
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
国
会
及
び

関
係
行
政
庁
に
対
し
、
次
の
事
項
を

強
く
求
め
ま
す
。

１　

国
際
社
会
と
連
携
し
、
Ｇ
７
を

構
成
す
る
他
の
国
々
の
取
組
に
倣
い
、

中
国
政
府
が 
新  
疆 
ウ
イ
グ
ル
自
治
区

し
ん 
き
ょ
う

で
行
っ
て
い
る
行
為
に
つ
い
て
各
国

政
府
等
と
連
携
し
、
我
が
国
も
実
態

の
調
査
を
行
う
こ
と
。

２　

中
国
政
府
に
対
し
て
は
、
説
明

責
任
を
果
た
す
よ
う
引
き
続
き
要
請

す
る
と
と
も
に
、
人
間
と
し
て
の
尊

厳
が
中
国
に
お
い
て
も
守
ら
れ
る
よ

う
、
強
く
働
き
か
け
る
こ
と
。

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
外
務
大
臣
宛
て

 　

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
令
和
元
年

度
の
出
産
費
用
が
正
常
分
娩
の
場
合
、

全
国
平
均
額
は　

万
円
で
、
室
料
差

４６

額
等
を
含
む
費
用
の
全
国
平
均
額
は

約　

万
４
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

５２
出
産
に
か
か
る
費
用
は
年
々
増
加
し
、

費
用
が
高
い
都
市
部
で
は
現
在
の　
４２

万
円
の
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額

で
は
賄
え
な
い
状
況
に
な
っ
て
お
り
、

平
均
額
が
約　

万
円
と
最
も
高
い
東

６２

京
都
で
は
、
出
産
す
る
人
が
約　

万
２０

円
を
持
ち
出
し
て
い
る
計
算
で
す
。

　

国
は
平
成　

年　

月
か
ら
出
産
育

２１

１０

児
一
時
金
を
原
則　
万
円
に
増
額
し
、

４２

平
成　

年
４
月
に
そ
れ
を
恒
久
化
、

２３

平
成　

年
１
月
に
は
一
時
金
に
含
ま

２７

れ
る
産
科
医
療
補
償
制
度
掛
金
分
３

万
円
を
１
万
６
千
円
に
引
き
下
げ
、

本
来
分　

万
円
を　

万
４
千
円
に
引

３９

４０

き
上
げ
ま
し
た
。
令
和
４
年
１
月
以

降
の
分
娩
か
ら
産
科
医
療
補
償
制
度

掛
金
を
１
万
２
千
円
に
引
き
下
げ
、

本
人
の
受
取
額
を
４
千
円
増
や
す
と

と
も
に
、
医
療
機
関
か
ら
費
用
の
詳

し
い
デ
ー
タ
を
収
集
し
実
態
を
把
握

し
た
上
で
増
額
に
向
け
て
検
討
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら

れ
る
環
境
を
整
え
る
た
め
に
は
、
子

ど
も
の
成
長
に
応
じ
た
、
き
め
細
か

な
支
援
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
一
時
金
は
そ
の
大
事
な
一

手
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

少
子
化
対
策
は
、
我
が
国
の
重
要

課
題
の
一
つ
で
、
子
育
て
の
ス
タ
ー

ト
期
に
当
た
る
出
産
時
の
経
済
的
な

支
援
策
の
強
化
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
国
会
及

び
関
係
行
政
庁
に
対
し
、
以
下
の
こ

と
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

１　

国
に
お
い
て
は
、
現
在
の
負
担

出
産
育
児
一
時
金
の
増
額
を

求

め

る

意

見

書

に
見
合
う
形
に
出
産
育
児
一
時
金
を

引
き
上
げ
る
こ
と
。

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
宛
て

 　

か
つ
て
の
太
平
洋
戦
争
に
お
い
て
、

沖
縄
県
で
は
日
本
で
唯
一
の
地
上
戦

が
あ
り
、
最
終
戦
闘
地
域
で
約
半
年

に
も
わ
た
る
激
し
い
戦
闘
の
中
で
、

一
般
の
住
民
を
も
巻
き
込
み
、
日
本

軍
、
連
合
軍
と
合
わ
せ
て　

万
人
を

２０

超
え
る
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
当
時
の
琉
球
政
府
や
日

本
政
府
が
遺
族
会
等
と
共
に
遺
骨
収

集
事
業
を
推
進
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
兵
士
等
の
遺
骨
の
多
く

は
戦
後　

年
を
経
て
も
な
お
、
か
つ

７６

て
の
戦
場
に
残
さ
れ
た
ま
ま
で
す
。

国
に
沖
縄
戦
の
戦
没
者
の

遺
骨
が
眠
る
土
砂
を
新
基
地

建
設
の
埋
立
て
な
ど
に
使
用 

し
な
い
よ
う
求
め
る
意
見
書

　

政
府
（
防
衛
省
・
沖
縄
防
衛
局
）

は
、
昨
年
４
月
に
、
糸
満
市
の
沖
縄

戦
跡
国
定
公
園
を
含
む
南
部
地
区
の

山
谷
の
土
砂
を
採
掘
し
、
新
基
地
建

設
な
ど
の
埋
立
て
に
使
用
す
る
計
画

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

戦
没
者
の
遺
骨
が
混
入
し
て
い
る

土
砂
を
新
基
地
建
設
な
ど
の
埋
立
て

に
使
用
す
る
こ
と
は
、
戦
没
者
の
尊

厳
を 
冒  
瀆 
し
、
遺
族
の
感
情
を
も
傷

ぼ
う 
と
く

つ
け
る
行
為
で
す
。

　

戦
没
者
の
遺
骨
が
混
入
し
て
い
る

土
砂
を
新
基
地
建
設
な
ど
の
埋
立
て

に
使
用
す
る
こ
と
は
、
国
が
平
成　
２８

年
３
月
に
制
定
し
た
戦
没
者
の
遺
骨

収
集
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
国
の

責
務
を
自
ら
否
定
す
る
こ
と
で
す
。

　

政
府
は
、
こ
の
法
律
を
遵
守
し
、

国
が
主
体
と
な
り
、
早
急
に
戦
没
者

の
遺
骨
を
収
集
し
、
遺
族
の
元
に
帰

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
国
会
及
び

関
係
行
政
庁
に
対
し
、
次
の
事
項
を

求
め
ま
す
。

１　

沖
縄
戦
の
戦
没
者
の
遺
骨
が
混

入
し
た
土
砂
を
新
基
地
建
設
な
ど
の

埋
立
て
に
使
用
し
な
い
こ
と
。

２　

日
本
で
唯
一
、
住
民
を
巻
き
込

ん
だ
地
上
戦
が
あ
っ
た
沖
縄
県
の
事

情
に
鑑
み
、
戦
没
者
の
遺
骨
収
集
の

推
進
に
関
す
る
法
律
を
遵
守
し
、
日

本
政
府
が
主
体
と
な
っ
て
、
早
急
に
、

戦
没
者
の
遺
骨
収
集
を
実
施
し
、
遺

族
の
元
へ
帰
す
こ
と
。

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
外
務
大
臣
、
厚
生
労

働
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
、
環
境
大

臣
、
防
衛
大
臣
、
内
閣
府
特
命
担
当

大
臣
（
沖
縄
及
び
北
方
対
策
）

 
《
小
学
３
年
生
》

○　

月
４
日　

上
宿
小　

人

１１

６１

議
場
見

議
場
見
学学

○　

月
６
日　

二
小　

人

１２

９７

○　

月　

日　

十
三
小　

人

１２

１０

７０

○　

月　

日　

十
二
小　

人

１２

１３

９５

○　

月　

日　

鈴
木
小　

人

１２

１６

４８

○　

月　

日　

十
五
小　

人

１２

１７

７５

 　
　

月
定
例
会
で
は
、
令
和
３
年
度

１２
小
平
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第　
１０

号
）
な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
年
を
迎
え
気
持
ち
も
新
た
に
、

よ
り
分
か
り
や
す
く
親
し
み
や
す
い

紙
面
づ
く
り
に
広
聴
広
報
特
別
委
員

一
同
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
議
会
事
務
局
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〒　

儿　

小
平
市
小
川
町
二
丁
目

１８７

８７０１

１
３
３
３
番
地

 

緯
０
４
２
（
３
４
６
）
９
５
６
６

 
　

０
４
２
（
３
４
６
）
９
５
６
７

FAX あ
と
が

あ
と
が
きき

閉
会
中
継
続
審
査
の
請
願
一
覧

請
願
第　

号　

市
立
小
・
中
学
生
の
健
全
な
成
長
、
発
達
の
た
め
に
教
育

１２

活
動
に
お
け
る
制
限
の
緩
和
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

生
活
文
教
委
員
会

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
の
報
酬
改
定
に 

つ
い
て
広
く
事
業
者
か
ら
の 

要
望
を
踏
ま
え
て
検
討 

す
る
よ
う
求
め
る
意
見
書

「市民と議会の意見交換会」を開催しました
　市議会では、令和３年、２回目の意見交換会をオンライン方式（Zoom）
で開催しました。
　当日は、９月定例会の報告と市政全般についての意見交換を行ったのち、
常任委員会班ごとにわかれ、各班のテーマに対し、市民の皆様からご意見
を頂戴しました。
　多くのご意見をいただき、ありがとうございました。

　意見交換の内容やいただいたご意見、アンケート結果の詳細については、
市議会ホームページ（https://www.city.kodaira.tokyo.jp/gikai/）のほ
か、市役所７階議会事務局でもご覧いただけます。
　今後も市民の皆さんとの意見交換の機会を定期的に設け
ていきます。多くの方のご参加をお待ちしております。

テーマ班の名称

市の情報はあなたに届いていますか？
〜市報・ホームページ・SNS〜総務委員会班

コミュニティーの力でコロナ禍を乗り越えよう
〜市民の自治会参加を向上させる取組について〜生活文教委員会班

いのちを守る
〜健康・介護・子どもなど〜厚生委員会班

いつまでも住みやすい小平を目指して
〜公共交通・脱炭素・マナー啓発〜環境建設委員会班

11月21日（日）オンライン開催　午後２時から　参加者10人

▲当日の様子


